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誤 正 

156 式(解 III-1.3.1) 
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157 2行目～4行目 ER : 累積エロージョン量 [ ]∑= ii Nn100  

ni : 軸荷重 iの推定繰返し数 

Ni : 軸荷重 iに対する許容繰返し数 

ER : 累積エロージョン量 ( )[ ]∑=
ii

Nn100  

ni : 単輪荷重 iの推定繰返し数 

Ni : 単輪荷重 iに対する許容繰返し数 

157 14行目 γb: 構成層係数（路盤がセメント安定処理路盤の

場合は 1.0 とする．その他の路盤種類の場合は

適切に定めるものとする） 

γz: 路盤・路床に関わる材料係数（路盤がセメン

ト安定処理路盤の場合は 1.0とする．その他の

路盤種類の場合は適切に定めるものとする） 

 


